                                        新歓BBQ （越沢バットレス）                      

（日程）

    ０１年７月１５日（日）

（テーマ）                            

  新会員の長田亮子さん・金子育子さん・江畑克彦くんを迎えてのＢＢＱ。 

（参加者）

    江畑、まっちゃん、イネ、秀平、賢、松広＆Jrs（友彦・克彦 ）、、畠田（記）＆Jr（康司）

   長田さん、金子さん、久美さん、コッコさん＆道子ちゃんと友達２名、よーこさん、きん姉、マサ、やや、さゆりさ

    ん。  計２３名、

（行程記録）

   鳩ノ巣駅、10時15分集合。

   康司を連れて前日肉を買いにいったが、そこで康司にけしかけた。「康司、おまえ明日ヤヤちゃんが、汽車から降りてきたら、水鉄砲ぶっかけてやれっ」 康司 「…」 （康司くんは同意しない。こういう所は、親としてしっかりしつけないといけない） 「アイスこうちゃるけ、やれ！！」  康司「おれいやだ！ ヤヤちゃん、かわいそうじゃん」 父「よし、じゃあおまえ ヤヤちゃんに手を振れ、そしたら絶対ヤヤちゃんは、おまえのところにくるけ、その時 父さんが、ぶっかける！」  これで、しぶしぶ同意。

  当日、早めに鳩ノ巣駅に着き（ぼくらはクルマ）、おびきよせるポジションやぼくが隠れるポジションのチェックを行った。 （康司は、なお罪の意識が抜けず、躊躇している風だったが、覚悟決めてポジションについた）

  電車が着いた。康司が少し離れた場所から笑顔（引きつりながら）で手を振る！   案の定、ヤヤが群集から離れ、康司の所に寄ってきた（ザリガニが穴の前にスルメを垂らせば、穴からでてくるようなもん）！  ぼくが家屋の陰から飛び出し、一発！ブシューッ、ベチャッ！！  見事にヤヤの顔面をとらえた。この水鉄砲は普通のものとは違い、水の固まりがドバッと飛ぶ構造になっており（普通のみたいに放物線を描かない）、一発でびしょ濡れになる。    ヤヤを、水もしたたるイイ女 にしてやった！！ 一日一善、今日はいい一日になることを予感した。 鳩ノ巣駅前は、西部開拓時代のシーンのようであり、NSAも他のハイカーもあまりの突然の出来事に驚いたようだったが、次第に拍手（笑い）の渦と化した……・。  

  さて、共同装備の分配にかかるも、新会員の両メッチェンならびに松広親子が、乗車に失敗し遅れるとの報告あり。

 （こういうとき、つくづく携帯電話というのは便利だと思う。ぼくも、トランシーバやめてそれに変えようか）

入念にイネより、乗り換えや拝島での車輌分離があることなどをメールで注意していたにもかかわらずだ。これで、乗車に失敗した人は、ＮＳＡで５人（他の二人は賢とさゆりさん）。まさに魔の駅なのだ。そしていつもバットレス初めての人間が失敗するため、誰かが待ってやらねばならぬ、といった具合で、イネが待ち、他のメンバーは出発した。

いつもの通い慣れた道だが、暑くて汗だくになった。途中、バットレスでは、ノボルくん達が取り付いていた。どーぞ落ちません様にと祈りつつ、渓谷をキャンプ場へと遡行していくが、ヘビに２度出くわし、大物ともう一度は、ヤヤが

先頭で、岩に手をかけたところにいた。こいつはチビで、もう少しでヤヤにつぶされるところだった。

キャンプ場につき、管理人の藤原さんに、バンガロー予約していたが、天気いいので、外でさせてくれと頼み、心よく

応じてくれ、一番奥の自然な場所をお願いした（さすが、あの静かな場所を知っているねぇ、と誉められた）。

早速、荷解きをし、道子ちゃんと友達は、途中にあった川のプールに遊びに行き、メッチェンは、野菜の仕込み、野郎は、炭起こしを開始し、冷たい川に大量の泡とワインを冷やした。

ちょうど炭が起きた頃、遅れた新メッチェン二人と松広親子、それにガイドのイネが到着。

長田・金子の二人が、みなに挨拶しようとした瞬間！！   ブシューッ、ベチャ！！   キャーッ！

ジミー司祭により歓迎の儀式は滞りなく行われ、みなに暖かく（沢の水なので冷たかったと思うが…）迎えられた！！

ここに、悪ガキの友彦・克彦が合流したので、康司も賢もヤヤも水を得た魚のごとく、早速暴れまくり、新幼年部員の江畑くん、それにオオカミに育てられたような野生的な格好で裸足で沢を駆けるかわいい森の娘マサ、水鉄砲持参で講釈たれまくる秀、その体型を見たいのに見せてくれないさゆりさんと幼年部はもういてもたってもたまらない。ガバガバと肉をほおばり、泡を飲み、とにかく遊びに夢中になるのであった。おかげで、清流が濁流と化し、さぞかし下のプールで遊んでいた親子には迷惑だったろう（距離があったので沈静化していたらいいのだが）。

水鉄砲を抱え、びしょ濡れになり、緑深い沢での遊びは、まるで南方のジャングルでの戦線のようだった（すごくいい

笑顔やとても笑える写真がとれているので、楽しみに）。 ぼくは、従軍カメラマンよろしく戦線に入っていき、大きなカエルを発見した。みながマサを押さえつけ、カエルをマサの頭の上に乗せて楽しんだ。

一方、青年部は、ＢＢＱと泡、ワインをたんまり子供（幼年部）のいない間 楽しんだ。ぼくは、今日は小さなカセットを持参して、サルサのステップを新メッチェンに披露したが、あまり感動してくれなかった。その代わりキン姉がお相手してくれた。自分でもなんでまた急に山に、しかもサルサなんかを持ってきたのかわからないが、多分連日の猛暑のせいだろう。  ♪♪ Salll……sa !!   Caliente!!  （暑いサルサ、という意味   山度、メチャ低っ！！）

肉、６kgもきれいになくなり（秀はほとんど食べていないというし、幼年部年長・年少組も遊びに夢中、一体誰がこんなに食ったのか？ トピックス参照）一息ついてくると、まっちゃんがおもむろに何か調理を始めた。なんと冷麺をこしらえているではないか。BBQのあと、この冷えた食は、なんとも旨かった。さすが、メッチェン特別会員、サブメッチェン！！  メッチェンを喜ばす術を知っているところがこれまた憎い。

そして、まっちゃんも、腹一杯になると、幼年部員達と探検に出かけていった（フィールドアスレチックがある）。  まっちゃんは、康司のバズーカ水鉄砲を抱えてニコニコしながら帰ってきた。 丸木橋を渡らないとここには戻れないが、ぼくは下から激しく攻撃したため、滑って落ちた。ざまぁ、みろ。

さてさて、みんな戻ってきて、久美さんが持ってきたグレープフルーツを食べようとしたが、悪ガキ克彦（江畑の方ではなく、松広の次男坊の方）が、手でぐしゃぐしゃに潰して、とてもじゃないが食べれるようなものにはならなかった。

沢の丸木橋に、熊のごとく座っていた松広に、誰ともなく水を浴びせ、そうすると恐いもので連鎖反応で、みなで集中砲火（水）を浴びせた。最後の最後まで、遊びまくる連中だった。

そして、みなで集合写真を撮り（これがまた素敵な写真。林間学校そのもの）、きれいに片づけて撤収。藤原さんに礼を言って、鳩ノ巣駅めざし、いつもの山コースで下山。 駅では、幼年部の４名が早電車に駆け乗り、残りは、ゆっくりカキ氷食べたり、ビール飲んだり、いつもの駅前居酒屋開店。

ぼくは帰りクルマの中で、「今日、楽しかったやろ」 と康司に聞くと「楽しかった、ヤヤちゃん作戦もうまくいったしね」 と、こうして少しずつ企画力もつき、りっぱな大人になっていくんだと、父親としての今日の指導の成果に満足感を得、康司は傍らでひたすら爆睡するのであった！！  

子供も大人も楽しめた、いい一日であった。

（トピックス）

· なんといっても、初めて鳩ノ巣にくる３名、やっぱり乗車に失敗！！

· 新会員の長田さん・金子さんは、大食いだった！ 最後の最後まで食べ物から離れず、炭が消えるまで食べていた。

そして江畑くんは、食べなくても太っていた！  ３人とも痴的で素敵な人達だった。

· ぼくは、マイ泡を持参した（クルマ運転のため）。さすがドイツ製、ノンアルコールでも苦みが効いてうまかった。、一本１３０円とこれまた安くて、今後 妊娠する方およびまっちゃんに、お勧め。

· 康司のバズーカ水鉄砲は大人気だった。

· キン姉の、チタン製の武器が、ゴミと混在し捨てられた模様（以前、イネも同じ失敗をしており、やはりイネのも

高価なものだったらしい。きっと誰かがう羨んで意識的に捨てたに違いない）。

（山の豆知識）

· 以前も紹介したが、ＢＢＱをする際は、アルミホイルを下に敷き（炭をつついても破れないようにしっかり重ねて） 

  その上に炭を置く。そうすると、ＢＢＱ終了後、炭をそのまままるめてポンと捨てられ、しかもＢＢＱセットはまっ

  たく汚れず洗浄不要（油で汚れたセットを苦労して洗う必要もなく、セットはいつも新品同様！）。 もちろん、地面

  に直置きでも、これを敷くとやはり丸めてポンで跡形も残らない。（ただし、直置きは熱で植生を痛めるので、土や

  石の上でしよう）

· 背負子は、搬送物のサイズに限定されず利用価値高く背中の通気性もいいが、アルミフレームの為、岩などにぶつけて折ったらお仕舞なので本格山行の使用は薦めない（ぼくの背負子に麦わら帽がかっこいいと思われた方（いないと思うが）、使うのは近距離の場合のみにしよう）

（総括）

   今回の企画は、新歓である。 江畑くんは、すっかり幼年部員として水遊びに巻き込まれていたが、青年部の方は、もう少し二人に話しかけてあげるべきだったかと思ったが、まさに洗礼も受けて当人達はとても楽しかったということなのでよかった。

    そして、沢で大暴れしたにも拘わらず、ちびっこ達が足滑らせて頭打ったり、骨折ったりと怪我することなかったのは、本当によかった。 山（自然）は、何もないとそのリスクを認識しないことが多いが、川遊びの場合、本流では流される危険があり、沢では滑る危険をはらんでいる。

    歩くこと、背負うことにこだわったＮＳＡ精神でのＢＢＱ新歓企画。暑い日であったが、自然の緑と水に多いに触れ、気持ち良く楽しい一日を過ごせた。新会員の３人も楽しんでもらえたなら、それに代わる我らの喜びはない。

                                                                                                    おしまい

